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論文内容要旨
 血中Lipa8eは血中A珀y■a8eよりも特異的に変動すると考えられることから,膵'Lipa-
 8e測定の診断的意義は次第に高く評価されている。
 しかし,膵疾感の診断には・Lipa89測定法には難点があるため,Amy■a8eよりも一般に
 利用されていないのが現状である。Lipa臼e測定法として現在行なわれている改良法のなかか
 ら,Maclay法,Roe-Byler法を選択し,両者の臨床的な有用性犀ついて検討した。
 すなわち,対照例37例,膵疾患例48例,非膵疾患例1'06例について,SeCre七in刺激
 後の膵液Lipa8e活性冷よびPaocreozy皿in,Secretin刺激後の膵液Lipa臼e活性
 の測定を行ない,さらに一部の症例については同時に,膵の形態学的所見を観察した結果,次の
 ような結論を得た。
 1.同一膵液のLipa8e活i生をGherry-Granda■■24時間法とMac■ay2時間法に
 よつて測定し,その成績を対比した結果,後者の反応時間が前者の%であるのに拘わらず,後者
 のLi.paee活性値は前者のほぼ2倍である。
 2.体重毎Kg1単位のSecretin静注後,膵液量むよびHG(㌔濃度は並行して増減するの
 に対してLipa8e濃度は逆比例的に増減する。
 5対照倒の膵液Lipaee分泌量は246～999u/kgの範囲内にあり,平均値は568
 u/kgであるが,少数例のため,正常下限値を25,0》kg・として,これ以下のものを膵液
 Lipaee分泌障害とした。
 4.膵組織像誇よび膵石灰沈藩を基準とした慢性膵炎41例にむける膵液Lipa8e分泌量は
 2～339皿/kgの範囲にあり,その平均値は161u/kgで,対照例に比べて明らかに低い。
 5.手術冷よび剖検で確認した膵癌20例では1～778.u./kgの範囲にあり,平均値は199
 u/k9で,対照例に比べて明らかに低い。
 膵癌における体外分泌障害は,主として腫瘍による膵管の閉塞部位と,その範囲に依存する傾
 向にあり,膵液Lipa8e分泌量を癌発生部位別にみると,膵頭部癌8例中全例,膵頭体部癌3
 例中2例に減少したのに対し,'膵体尾部癌2例では正常であった。
 6,膵のLipa日e分泌機能が膵の形態異常によってうける影響を検討した結果,膵液Lip一'
 a8e分泌量め平均値は(惜)では65u./kg,(廿)では93u/ド9で.対照例に比べて低く,
 (一)では295嵐/kgで対照例とほぼ同様である。
 膵液Lipaee分泌量は膵の形態異常(借)の6例中全例,(廿)の4例中1例,(+)の9
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 例中3卸・(一、の15例中2例(15%)に減少した。
 ズ対照例8例については,膵刺激前の,血清Lipa6e濃瞳は4.9～18.Ou/皿■の範囲にあ
 り,刺激後の血清Lipa日e濃度は4.2～194u/血1の範囲にあり,血清Lipa臼e酸度の平
 均値の時間的変動をみると,刺激前値,刺激後50分,60分,120分値で,それぞれ10.8
 10、7,11.4,"、ou/皿1となる。本法の正常域については,対照例が少数のため5、0～
 20.0規/短■とした旦
 8.慢性膵炎"例では,5例は1型,2例はB型,1例は皿型,合計6例(55%)に異常
 型を認めた。
 9膵癌17例では,1例は1型,5例は∬型,2例は皿型,3例は紅型,合計U例に異常
 型を語、めた。
 10,Secre七in試験成績の(惜),(廿)は1型が多く,(+)はH,皿型が多い。
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 審査結・果の要旨
 著者は対照例57例,脾疾患例48例1非膵疾患例106例について.86cfe七in'刺激後
 の膵液Lipa8e活性沿よびPan・creo忽ymin,Secre七in刺激後の膵液Lipa宙e活性の.
 測定を行ない,さらに一部の症例については同時に,膵の形態学的所見を観察した結果,'次のよ
 うな結論を得た。
 1同一膵液のLipa8e活性・をOhe"y鵜ran吐aU』24時間法とMa,c■ay2時間法に
 よって測定し,その成績を対比した結果,後者の反応時間が前者の1/2であるのに拘わらず.,
 後者のLipa臼e活性値は前者のほぼ2倍である。
 2体重毎晦1単位のSecre七i且静注後,脾液量お零ぴHeσヨ濃度は並行して増減するの
 に対してLipa日e濃度は逆比例的に増減する。
 5対照例の膵液LiPase分泌量は246～99ヴuノ簿の範囲内にあり,平均値は5・68
 u!惚であるが,少数例のため.正常下限値を2蚤Ou卿として,これ以下のものを騰液'
 Lipa8e分泌障害とした。
 4膵組織像慶よび膵石灰沈着を基準とした慢性膵炎"例にかける膵液L土pa8e分泌量は'
 2～559u殉の範囲にあり,その平均値は161嵐/幣で、対照例に比琴て明らカ1に低い。
 5手術語よぴ剖検で確認した膵癌20例では1～778u/櫓の範囲にあ匂,平均値は199
 磯で,対照例に比べて明らかに低い。
 膵癌に冷ける脾外分泌障害は.主として腫瘍による膵管の閉塞部位と,その範囲に依存する傾・
 向にあり,膵液Lipa8'e分泌量を癌発生部位別にみると㍗膵頭糊岳8例中全:例,脾頭体部癌5.
 例中2例に減少したのに対し,膵体尾部癌2例では正常であった。
 6膵のLipa日e分泌機能が梓の形態異常によってうげる影響を検討した結果,膵液Lip噛
 a8e分泌量の平均値は(甫)では65u!髄g.(什)では95u.〈ヲで,対照例に比べて低く量
 (一)では295u!惚で対照例とほぼ同様である。
 膵液Lipa8.e分泌量は膵の形態異常(惜)の6例中全例一.(寸)の4例中1例,.(+〉の9'
 例中5倒づ(一)の1ろ例中2例(15%)に減少した。
 7対照例8例については,脾刺激前の血清Lipa8e灘は4・2～1.・94・u/mlの範囲にあ
 り.血清Lipa8e濃度の平均値の時間的変動をみると,.刺激前値,刺激後50分,60分・
 120分値で,それぞれ10.8,10.7,",4・、11.Ou./mlとなる。本法の正常域については,
 対照例が少数のため5、0～20.0近/皿1とした。
 8慢性膵炎"例では.5例は1型,2例は∬型,1例は班型,合計6例(55%)に異常型を認めたb
 9膵癌17例では,1例は工型.,5例は紅型,2例は皿型,5例坪型,合計“例に異常型
 を認めた。
 で.08ecreUu試験成績の(㎡).(廿)は1型が多ぐ,(+)は迎,皿が多い。・
 したがって.本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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